
機械・電気設備「鍵」の“番号合せ”収納による掛け違い防止 

現場名 東松島市流域関連公共下水道渋抜雨水 

ポンプ場復興電気設備工事 

所属先・会社名   

改善分野 品質改善 提案者担当 営業・技術・工事・試験 

改善前 改善後 

「問題点」（取上げた理由） 

 各設備の「鍵」は名称で確認しフックに 

 掛けていた。 

① 掛け違いの可能性があった。 

② 確認に時間を要した。 

「工夫した点・苦労した点」 

① 番号に合わせて収納できるようにした。 

 

                                          

         
 

                     

「効果」 

（１） 掛け違い防止。 

（２） 収納時のサーチレス化と、「使い易さ」向上。  

（３） 整理整頓が継続できる。 

 




